
二
十
四
年
に
は
約
六
万
七
千
人
に
減
少

し
、
刑
務
所
入
所
者
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
四
年
が
約
二
万
五
千
人
で
、
出
所
者

は
約
二
万
八
千
人
、
出
所
者
の
う
ち
仮
釈

放
者
が
約
一
万
五
千
人
、
満
期
釈
放
者
が

約
一
万
三
千
人
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

平
成
二
十
年
の
出
所
者
の
五
年
以
内
で
の

刑
務
所
へ
の
再
入
率
は
、
仮
釈
放
者
が
約

三
〇
％
、
満
期
釈
放
者
は
約
五
〇
％
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
刑
務
所
出
所
者
の
再
犯

防
止
が
最
重
点
課
題
の
所
以
で
す
。

　

若
者
文
化
を
特
集
し
た
平
成
二
十
六
年

三
月
号
の
「
更
生
保
護
」
誌
に
、「
ワ
ン
チ
ャ

ン
（
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
あ
る
ぞ
の
意
）」
と
い

う
論
説
が
あ
り
ま
し
た
。
読
ん
で
い
る
う

ち
に
、
以
前
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
で
、
特
殊
詐

欺
（
い
わ
ゆ
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
）
の
犯
罪

集
団
の
実
態
報
道
が
あ
っ
た
の
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
一
室
に
い

る
数
十
人
の
若
者
が
、
ノ
ル
マ
を
競
っ
て

詐
欺
を
実
行
す
る
訳
で
す
が
、
か
な
り
の

金
額
を
入
手
で
き
る
こ
と
に
加
え
、
ま
る

で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
よ
う
に
「
仕
事
感
覚
」

で
で
き
る
か
ら
や
っ
て
い
る
、
と
い
う
刹

那
的
会
話
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
社

会
の
規
範
や
道
徳
に
反
し
た
こ
と
を
罪
と

感
じ
な
い
感
覚
。
改
め
て
社
会
復
帰
に
資

す
る
た
め
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え

て
し
ま
い
ま
す
。

　

秋
田
の
更
生
保
護
に
係
わ
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
更
生

保
護
活
動
に
格
別
の
ご
尽
力
を
さ
れ
て
い

ま
す
こ
と
、
深
甚
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

近
年
、
再
犯
者
が
占
め
る
割
合
が
一
貫

し
て
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
再
犯
防

止
へ
の
取
組
が
政
府
全
体
の
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
昨
年
六
月
、

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
が
公

布
さ
れ
、
特
別
遵
守
事
項
に
よ
る
社
会
貢

献
活
動
の
実
施
と
刑
の
一
部
執
行
猶
予
制

度
の
導
入
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら

の
新
た
な
施
策
へ
の
取
組
に
当
た
っ
て
は
、

更
生
保
護
関
係
者
の
総
力
を
結
集
し
て
、

再
犯
防
止
、
社
会
復
帰
に
資
す
る
た
め
に

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
、
協
力
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
犯
罪
情
勢
に
つ
い

て
あ
る
研
修
会
で
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

一
般
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
、
平
成
十
四

年
の
約
三
六
九
万
件
が
ピ
ー
ク
で
、
平
成

二
十
四
年
は
約
二
○
二
万
件
ま
で
減
少
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
殺
人
事
件
の

認
知
件
数
は
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
の
約

三
千
件
が
ピ
ー
ク
で
、
平
成
二
十
四
年
は

千
三
十
件
と
戦
後
最
少
と
な
り
、
う
ち
半

分
は
親
族
間
で
起
き
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
刑
務
所
在
所
者
に
つ
い
て
は
、
昭

和
三
十
一
年
以
降
の
ピ
ー
ク
は
平
成
十
八

年
の
約
八
万
一
千
人
で
し
た
が
、
平
成

再
犯
防
止
と
社
会
復
帰
に
資
す
る
た
め
に
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★
新
理
事
の
紹
介

（
平
成
26
年
６
月
１
日
付
）

　

大
内　

睦
子
（
菓
子
製
造
業
・
販
売
）

　

平
成
二
十
六
年
一
月
以
降
に
ご
寄
附
を

寄
せ
ら
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
金
　
三
十
万
円

　

岩
舘　

祖
芳　
様　
　

小
畑　
　

悟　
様

　

秋
田
銀
行　
様

一
金
　
二
十
万
円

　

村
山　

儀
孝　
様　
　

沢
木　

則
明　
様

　

細
谷　

重
直　
様　
　

小
熊　

良
悦　
様

　

田
口　

昭
一　
様　
　

村
岡　

兼
幸　
様

　

布
谷　
　

博　
様　
　

斉
藤　
　

満　
様

　

加
賀
谷
文
秋　
様　
　

櫻
田　

元
宏　
様

　

大
内　

睦
子　
様　
　

辻　
　

良
之　
様

一
金
　
十
万
円

　

八
島　

國
雄　
様　
　

大
歯　

省
三　
様

　

大
歯　

淳
子　
様　
　

㈲
千
秋
資
材　
様

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
書

Ⅰ　

運
営
に
関
す
る
事
項

⑴　

秋
田
県
内
に
お
け
る
更
生
保
護
活

動
を
広
く
社
会
に
周
知
し
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た

め
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を

基
に
連
絡
助
成
事
業
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
保
護
観
察
対
象
者
等
の
自

立
支
援
の
た
め
、
一
時
保
護
事
業
の

一
層
の
充
実
を
図
る
。

⑵　

財
政
基
盤
の
充
実
強
化
を
図
る
た

め
、
役
職
員
が
一
体
と
な
り
会
員
及

び
篤
志
寄
附
者
の
発
掘
と
維
持
に
努

め
、
収
入
財
源
の
安
定
化
を
図
る
。

⑶　

理
事
定
数
を
考
慮
の
上
、
理
事
の

補
充
に
努
め
、
よ
り
一
層
の
役
員
体

制
の
充
実
を
図
る
。

Ⅱ　

事
業
に
関
す
る
事
項

　

１　

連
絡
助
成
事
業

　

⑴　

保
護
司
活
動
に
対
す
る
助
成　
　

ア　

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会
及
び

各
地
区
保
護
司
会
の
事
業
に
対
し

て
助
成
を
行
う
。

イ　

保
護
司
研
修
及
び
連
絡
協
議
会

に
対
し
て
助
成
を
行
う
。

ウ　

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
事
業
に
対
し
て
助
成
を
行
う
。

　

⑵　

継
続
保
護
事
業
に
対
す
る
助
成

更
生
保
護
法
人
秋
田
至
仁
会
の
事
業

に
対
し
て
助
成
を
行
う
。

　

⑶　

協
力
組
織
に
対
す
る
助
成

　
　

ア　

更
生
保
護
女
性
会
関
係

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
及
び

各
地
区
更
生
保
護
女
性
の
会
の
事

業
に
対
し
て
助
成
を
行
う
。

　
　

イ　

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
関
係

秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
及
び
地
区
Ｂ

Ｂ
Ｓ
会
の
事
業
に
対
し
て
助
成
を

行
う
。

　
　

ウ　

協
力
雇
用
主
関
係

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秋
田
県
就

労
支
援
事
業
者
機
構
を
は
じ
め
と

す
る
就
労
支
援
事
業
に
対
し
て
助

成
を
行
う
。

エ　

更
生
保
護
法
人
全
国
更
生
保
護

法
人
連
盟
に
対
す
る
協
力
。

　

⑷　

犯
罪
予
防
活
動
に
対
す
る
協
力

平成 25年度一般会計収支決算書
（平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31 日）

収　入　総　額　　　8,310,086 円
支　出　総　額　　　7,202,283 円
差　　　　　引　　　1,107,803 円

１　収入の部
科　　　　　目 予　算　額 決　算　額 増　減　額

補助金等収入 650,000 568,000 82,000
助成金収入 650,000 568,000 82,000

寄附金収入 4,251,000 4,290,000 △ 39,000
篤志者寄附金 1,250,000 1,290,000 △ 40,000
役員等寄附金 3,000,000 3,000,000 0
その他の寄附金 1,000 0 1,000

財産収入 140,000 649,886 △ 509,886
利息及び配当収入 140,000 649,886 △ 509,886

会費収入 3,010,000 2,762,000 248,000
特別会計繰入金収入 0
雑収入 29,000 40,200 △ 11,200

（収　入　合　計） 8,080,000 8,310,086 △ 230,086

２　支出の部
科　　　　　目 予　算　額 決　算　額 増　減　額

一時保護事業費 918,420 770,249 148,171
事務費 118,420 118,249 171

給料手当 94,320 94,320 0
退職給与 5,000 5,000 0
福利厚生費 500 489 11
旅費交通費 3,000 3,352 △ 352
通信運搬費 9,500 11,245 △ 1,745
消耗品費 1,500 1,575 △ 75
備品補修費 100 0 100
印刷製本費 2,000 0 2,000
雑費 2,500 2,268 232

金品給与費 800,000 652,000 148,000
連絡助成事業費 6,615,860 5,971,532 644,328

事務費 951,860 948,260 3,600
給料手当 754,560 754,560 0
退職給与 40,000 40,000 0
福利厚生費 4,000 3,912 88
旅費交通費 24,000 26,814 △ 2,814

通信運搬費 76,000 89,956 △ 13,956
消耗品費 12,000 12,602 △ 602
備品補修費 800 0 800
印刷製本費 18,000 0 18,000
雑費 22,500 20,416 2,084

啓発費 460,000 543,500 △ 83,500
連絡調整費 909,000 848,772 60,228

継続保護事業連絡調整費 10,000 0 10,000
一時保護事業連絡調整費 10,000 0 10,000
連絡助成事業連絡調整費 100,000 99,554 446
保護司活動連絡調整費 60,000 64,366 △ 4,366
更生保護女性会活動連絡調整費 60,000 55,602 4,398
BBS 活動連絡調整費 20,000 14,250 5,750
機関紙（誌）発行費 315,000 315,000 0
大会費 300,000 300,000 0
報償費 20,000 0 20,000
調査研究費 1,000 0 1,000
その他の連絡調整費 13,000 0 13,000

助成費 4,295,000 3,631,000 664,000
継続保護事業助成費 500,000 500,000 0
保護司活動助成費 3,540,000 2,928,000 612,000
更生保護女性会活動助成費 200,000 153,000 47,000
BBS 活動助成費 50,000 50,000 0
その他の助成費 5,000 0 5,000

管理費 524,920 460,502 64,418
給料手当 94,320 94,320 0
退職給与 5,000 5,000 0
福利厚生費 500 489 11
会議費 200,000 203,826 △ 3,826
交際費 60,000 0 60,000
旅費交通費 3,000 3,352 △ 352
通信運搬費 9,500 11,245 △ 1,745
消耗品費 1,500 1,575 △ 75
備品補修費 100 0 100
印刷製本費 10,000 0 10,000
租税公課 1,000 0 1,000
雑費 140,000 140,695 △ 695

予備費 20,800 0 20,800
特別会計繰入金支出 0

 ( 支　出　合　計 ) 8,080,000 7,202,283 877,717

秋　田　更　生　保　護 第 60 号（2）平成 26 年７月 25 日

寄
附
者
の
御
芳
名

更
生
保
護
関
係
団
体
の
動
き

秋
田
県
更
生
保
護
援
護
協
会



連
携
し
、
保
護
司
活
動
を
理
解
し
て

も
ら
う
。

⑵　

更
生
保
護
関
係
機
関
・
団
体
等
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組
む
。

⑶　

刑
の
一
部
執
行
猶
予
制
度
に
向
け

た
処
遇
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
社
会
貢
献
活
動
の
義
務
化
に
対

応
し
て
活
動
場
所
を
さ
ら
に
開
拓
し
、

活
動
内
容
の
充
実
を
図
る
。

⑷　

第
六
十
四
回
〝
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
〟
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
北
秋

田
・
潟
上
湖
東
・
横
手
地
区
保
護
司

会
を
指
定
し
、
事
業
へ
の
参
加
を
積

極
的
に
行
う
。

⑸　

保
護
司
候
補
者
検
討
協
議
会
及
び

「
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の

設
置
・
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
地

区
保
護
司
会
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

⑹　

秋
田
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構
の

就
労
支
援
事
業
に
協
力
し
、
同
事
業

の
推
進
を
支
援
す
る
。

⑺　

新
設
さ
れ
る
連
合
会
保
護
司
を
適

切
に
配
置
し
、
事
務
処
理
体
制
の
一

層
の
充
実
を
図
る
。

会
員
数
　
平
成
二
十
六
年
五
月
一
日
現
在

二
十
五
地
区
　
一
，
九
二
〇
名

★
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟　

総
会

　

五
月
九
日
、
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て

秋
田
保
護
観
察
所
・
杉
山
勝
彦
所
長
、
藤

原
淳
哉
保
護
観
察
官
、
秋
田
県
保
護
司
会

連
合
会
・
加
藤
忠
輔
副
会
長
を
御
来
賓
と

し
て
、
各
地
区
会
員
一
二
八
名
の
参
加
で

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
歌
「
陽
ざ

し
の
中
で
」
を
一
同
斉
唱
の
あ
と
、
杉
山

所
長
を
は
じ
め
御
来
賓
の
方
達
よ
り
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

①
平
成
二
十
五
年
度
事
業
結
果
報
告
、
②

平
成
二
十
五
年
度
収
支
決
算
報
告
並
び
に

会
計
監
査
報
告
、
③
平
成
二
十
六
年
度
事

業
計
画
（
案
）、
④
平
成
二
十
六
年
度
収
支

予
算
（
案
）
が
熱
心
な
討
議
の
も
と
承
認

さ
れ
、
平
成
二
十
六
年
度
の
各
事
業
が
、

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
宮
城
県
石
巻
地
区
更
生

保
護
女
性
会
加
藤
登
美
子
会
長
の
「
東
日

本
大
震
災
を
体
験
し
て
」
と
題
す
る
講
演

を
拝
聴
、
関
連
し
た
ビ
デ
オ
を
見
て
三
年

前
の
大
き
な
震
災
に
涙
し
て
思
い
を
新
た

に
致
し
ま
し
た
。

★�

第
五
十
一
回
「
日
本
更
生
保
護
女
性
の
集
い
」

　

六
月
十
日
、
東
京
・
有
楽
町
朝
日
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
全
国
よ
り
四
百
名
の
会
員

が
集
い
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
い
に
て
秋
田
県
の
次
の
会
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

・
法
務
大
臣
感
謝
状

　
　

藤　
　

里　

菅　

原　

優　

子

　

・
日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

　
　

由
利
本
荘　

杉　

渕　

ヒ
デ
コ

　
　

秋　
　

田　

鎌　

田　

通　

子

　
　

秋　
　

田　

佐
々
木　

ヒ
サ
子

〜
お
知
ら
せ
〜

　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
日
付
け
、
日
本

更
生
保
護
女
性
連
盟
狩
野
安
会
長
の
退
任

に
伴
い
、
千
葉
景
子
新
会
長
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
六
年
四
月
十
七
日
付

け
、
東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
連
盟
神
和

子
会
長
の
退
任
に
伴
い
、
太
田
宥
子
新
会

長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
太
田
新
会
長
は
、

併
せ
て
日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
常
務
委

員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

★
今
後
の
主
な
行
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

◎
東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

　
　

九
月
十
七
日
〜
十
八
日　
　

青
森

　

◎
日
本
更
生
保
護
女
性
会
員
中
央
研
修

　
　

十
月
二
十
八
日
〜
三
十
日　

東
京

　

◎
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

　
　

十
一
月
初
旬　
　
　
　
　
　

秋
田

ア　

第
六
十
四
回
〝
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
〟
を
中
心
と
し
た
犯
罪
予
防

活
動
に
参
画
す
る
と
と
も
に
関
連

行
事
等
に
対
し
て
助
成
を
行
う
。

イ　

更
生
保
護
誌
を
購
入
し
、
関
係

機
関
・
団
体
に
配
布
す
る
。

　

⑸　

機
関
紙
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行

ア　

機
関
紙
「
秋
田
更
生
保
護
」
を

年
二
回
発
行
し
、
保
護
司
及
び
関

係
機
関
・
団
体
等
に
配
布
す
る
。

イ　

当
協
会
独
自
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
事
業
の
推
進
に
活
用

す
る
。

　

⑹　

秋
田
県
更
生
保
護
大
会
の
共
催

第
四
十
七
回
秋
田
県
更
生
保
護
大

会
を
共
催
す
る
。

　

２　

一
時
保
護
事
業

　

更
生
保
護
事
業
法
第
二
条
第
二
項
に

規
定
さ
れ
る
者
の
更
生
を
促
進
す
る
た

め
、
必
要
に
応
じ
金
品
を
給
与
又
は
貸

与
し
、
適
切
な
一
時
保
護
事
業
を
行
う
。

特
に
就
労
支
援
に
関
し
て
は
身
元
保
証

の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
も
の
と
す
る
。

　

３　

そ
の
他
の
事
業

⑴　

更
生
保
護
関
係
機
関
・
団
体
の
連

絡
協
調
を
支
援
す
る
。

⑵　

役
員
研
修
会
を
開
催
し
、
役
員
の

見
識
の
向
上
及
び
相
互
の
親
睦
を
図

る
と
と
も
に
事
務
局
体
制
の
強
化
を

図
る
。

　

⑶　

顕
彰
及
び
慶
弔

ア　

本
事
業
の
進
展
に
功
績
の
あ
っ

た
個
人
及
び
団
体
に
対
し
て
顕
彰

を
行
う
。

イ　

民
間
協
力
者
に
対
す
る
顕
彰
及

び
更
生
保
護
事
業
功
労
に
よ
る
被

顕
彰
者
に
対
し
て
記
念
品
を
贈
呈

す
る
。

ウ　

更
生
保
護
協
力
者
が
保
護
観
察

対
象
者
等
か
ら
被
害
を
受
け
た
と

き
は
見
舞
金
を
支
給
す
る
。

　

⑷
ア　

全
国
就
労
支
援
会
が
行
う
身
元

保
証
シ
ス
テ
ム
の
事
務
を
処
理
す

る
。

イ　

そ
の
他
当
協
会
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
必
要
と
認
め
る
事
業

に
対
し
て
助
成
す
る
。

〜
お
知
ら
せ
〜

会
費
減
額
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
六
年
度
の
保
護
司
関
係
の
政

府
予
算
に
お
い
て
、
保
護
司
会
連
合
会
の

組
織
運
営
等
の
事
務
を
担
う
企
画
調
整
保

護
司
の
配
置
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
保
護
司
の
経
済
的
負
担
軽
減
、
連
合

会
の
機
能
強
化
、
保
護
司
会
運
営
の
支
援

強
化
の
た
め
に
新
た
に
認
め
ら
れ
た
企
画

調
整
保
護
司
と
し
て
県
保
連
の
事
務
に
当

た
る
保
護
司
に
対
し
て
実
費
弁
償
金
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
全
国
保
護
司
連
盟
会
費

が
千
二
百
円
か
ら
千
円
に
減
額
さ
れ
、
県

保
連
地
区
負
担
金
は
廃
止
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
書
（
抄
）

１　

基
本
計
画

　

当
会
は
秋
田
保
護
観
察
所
及
び
各
地
区

保
護
司
会
並
び
に
更
生
保
護
団
体
等
と
緊

密
な
連
携
を
保
ち
、
保
護
観
察
の
充
実
強

化
と
保
護
司
の
安
定
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
各
自
治
体
と
の
連
携
・
協
力
関
係

を
今
ま
で
以
上
に
密
に
し
て
、
地
域
社
会

に
お
け
る
犯
罪
予
防
活
動
の
推
進
に
万
全

を
期
し
、
も
っ
て
更
生
保
護
の
進
展
に
努

め
る
。

２　

重
点
目
標　

⑴　

秋
田
県
を
は
じ
め
、
各
自
治
体
と

秋　田　更　生　保　護（3）第 60 号 平成 26 年７月 25 日

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟



　

平
素
か
ら
、
当
機
構
の
活
動
に
対
し
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
五
月
二
十
七
日
、
ふ
き
み
会
館
に

お
い
て
平
成
二
十
六
年
度
通
常
総
会
を
開

催
し
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
等
に
つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、

い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
、

ま
た
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
等
に
つ
い
て
出
席
者
へ
報
告
い

た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
保
護
観
察
対
象
者
等
へ
の

就
労
機
会
の
提
供
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
を

行
っ
た
事
業
主
へ
の
助
成
と
と
も
に
、
協

力
雇
用
主
数
の
増
加
な
ど
当
機
構
の
事
業

を
さ
ら
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
も
皆
様
方
の
ご
支
援
の
賜
物
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
も
引
き
続
き
保
護
観
察
対
象
者

等
の
就
労
確
保
に
向
け
た
支
援
を
推
し
進

め
る
と
と
も
に
、
機
構
会
員
を
対
象
と
し

た
刑
務
所
見
学
研
修
を
計
画
す
る
な
ど
、

事
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
秋
田
市
に
お
い
て

取
り
入
れ
ら
れ
た
、
協
力
雇
用
主
に
対
す

る
優
遇
措
置
と
同
様
の
も
の
を
、
秋
田
県

で
も
取
り
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
掛

け
、
協
力
雇
用
主
と
い
う
重
要
な
地
域
貢

献
の
さ
ら
な
る
周
知
も
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
保
護
観
察
対
象
者
等
の
雇
用
に

協
力
を
い
た
だ
け
る
協
力
雇
用
主
の
開
拓

に
努
め
る
と
と
も
に
、
少
し
で
も
雇
用
し

て
い
た
だ
き
や
す
い
環
境
整
備
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
理
解
や
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

★
東
北
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
理
事
会

　

四
月
十
二
日
、
仙
台
市
で
開
催
。

★
日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
協
議
員
会

　

五
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日
に
わ
た

り
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
菅
原
会
長
が
出
席
。

今
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
等
の
ほ
か
日

Ｂ
連
の
法
人
化
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
日
Ｂ
連
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
さ

れ
る
も
の
の
、
構
成
団
体
で
あ
る
地
方
連

盟
、
都
道
府
県
連
盟
、
地
区
会
は
従
来
の

組
織
形
態
を
維
持
し
、
自
由
な
活
動
を
続

け
る
方
針
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

★
秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
総
会

　

六
月
七
日
、
ユ
ー
ス
パ
ル
で
開
催
。
県

連
の
活
動
の
中
心
が
学
生
会
員
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
学
生
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
方
向
性
を
確
認
し
、
重
点
的
な
予
算
配

分
と
し
ま
し
た
。

★
東
北
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
大
会

　

六
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
二
日
に
わ
た

り
、
宮
城
県
松
島
町
で
開
催
さ
れ
、
十
二

名
が
出
席
。
各
県
連
の
特
色
あ
る
活
動
紹

介
の
ほ
か
、
時
代
に
合
っ
た
Ｂ
Ｂ
Ｓ
活
動

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
式

典
で
は
、
顕
著
な
活
動
が
認
め
ら
れ
た
団

体
・
個
人
へ
東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会

委
員
長
感
謝
状
、
東
北
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟

会
長
表
彰
が
贈
呈
・
授
与
さ
れ
、
秋
田
地

区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
（
団
体
表
彰
）
ほ
か
２
会
員

（
個
人
）
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来

年
度
の
開
催
地
を
秋
田
県
と
す
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

★�

「
ハ
ン
グ
・
ル
ー
ズ
」青
年
教
室
の
通
年

開
催

　

秋
田
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
が
中
心
と
な
り
、

「
犯
罪
被
害
者
等
施
策
」
に
つ
い
て

　

更
生
保
護
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
施
策

は
、
次
の
四
つ
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

①　

意
見
等
聴
取
制
度
（
仮
釈
放
等
の
審

理
を
行
っ
て
い
る
地
方
更
生
保
護
委
員

会
が
被
害
者
の
意
見
を
お
聴
き
す
る
も

の
）

②　

心
情
等
伝
達
制
度
（
保
護
観
察
所
が

被
害
者
の
申
出
に
基
づ
き
、
そ
の
心
情

等
を
お
聴
き
し
、
こ
れ
を
保
護
観
察
中

の
加
害
者
に
伝
達
す
る
も
の
）

③　

被
害
者
等
通
知
制
度
（
加
害
者
の
処

遇
状
況
等
を
被
害
者
に
通
知
す
る
も
の
）

④　

相
談
・
支
援
（
犯
罪
被
害
者
等
か
ら

の
相
談
等
を
受
け
、
悩
み
や
不
安
等
を

傾
聴
し
た
り
、
関
係
機
関
の
紹
介
な
ど

を
行
う
も
の
）。

　

こ
れ
ら
四
施
策
に
加
え
て
昨
年
四
月
、

被
害
弁
償
等
に
関
す
る
法
的
支
援
に
か
か

る
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

保
護
観
察
対
象
者
が
被
害
弁
償
を
実
行
す

る
に
当
た
り
、
法
テ
ラ
ス
が
実
施
す
る
次

に
掲
げ
る
法
的
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

①　

情
報
提
供
（
無
料
）

　

利
用
者
の
抱
え
る
法
的
ト
ラ
ブ
ル
の

内
容
に
適
し
た
相
談
窓
口
を
紹
介
す
る

ほ
か
、
利
用
者
の
同
意
を
得
て
紹
介
先

へ
電
話
を
す
る
等
し
て
取
り
次
い
だ
り
、

紹
介
先
が
予
約
制
の
場
合
は
、
利
用
者

に
代
わ
っ
て
予
約
を
と
る
な
ど
し
ま
す
。

②　

民
事
法
律
扶
助

ア　

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
援
助

　

無
料
。
た
だ
し
一
回
三
〇
分
程
度
、

三
回
ま
で
、
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　

イ　

代
理
援
助

障
が
い
の
あ
る
青
少
年
と
地
域
行
事
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
余
暇
活
動
を
楽

し
む
交
流
を
通
年
で
行
っ
て
い
ま
す
。
五

月
は
ユ
ー
ス
パ
ル
周
り
の
清
掃
活
動
、
六

月
に
は
ハ
ー
ブ
ワ
ー
ル
ド
へ
の
旅
行
を
行

い
ま
し
た
。

施
設
職
員
一
年
生
と
し
て

補
導
員　

竹
中　

洋
平

　

本
年
三
月
一
日
付
け
で
、
補
導
員
と
し

て
採
用
に
な
り
ま
し
た
。

　

更
生
保
護
に
関
し
て
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員

と
し
て
若
干
の
関
わ
り
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
不
安
で
し
た
が
、
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
と
思
い
希
望
し
ま
し
た
。

　

い
ざ
就
職
し
て
み
ま
す
と
、
外
か
ら
観

え
る
様
子
と
は
大
違
い
で
あ
り
、
現
実
の

処
遇
が
如
何
に
厳
し
く
困
難
な
も
の
な
の

か
身
に
し
み
て
感
じ
て
い
ま
す
。
二
十
名

以
上
の
被
保
護
者
に
対
し
て
職
員
一
名
が

四
日
に
一
度
の
宿
直
勤
務
、
一
日
二
十
四

時
間
、
一
年
三
百
六
十
五
日
、
個
別
に
向

き
あ
っ
た
処
遇
の
現
実
は
理
屈
・
理
論
を

超
え
た
、
適
切
な
判
断
が
必
要
で
あ
り
、

如
何
に
経
験
が
必
要
で
あ
る
か
実
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

加
え
て
、
更
生
保
護
事
業
に
対
す
る
委

託
費
等
の
予
算
が
非
常
に
厳
し
い
と
言
わ

れ
る
中
、
処
遇
と
施
設
の
維
持
・
運
営
に

つ
い
て
、
全
職
員
が
不
安
を
抱
え
な
が
ら

も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

　

私
は
、
更
生
保
護
施
設
に
つ
い
て
ま
だ

ま
だ
勉
強
不
足
で
す
が
、
施
設
長
ほ
か
先

輩
職
員
か
ら
多
く
を
学
び
、
よ
り
よ
い
更

生
保
護
施
設
と
す
べ
く
頑
張
っ
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
の
ご

指
導
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
田
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構

秋　田　更　生　保　護 第 60 号（4）平成 26 年７月 25 日

秋　
田　
至　
仁　
会

秋
田
保
護
観
察
所

秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟



②
横
手
地
区

セ
ン
タ
ー
長　

髙
橋　

勝
己

　

横
手
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
、
定
期
駐
在
、
対
象
者
面
接
、
交

通
短
期
講
習
、
新
任
保
護
司
指
導
、
三
役
会

議
、
企
画
調
整
会
議
、
各
種
部
会
、
更
生
保

護
女
性
会
と
の
情
報
交
換
会
等
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
七
月
に
は
、
秋
田
更
生

保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
企
画
調
整
保

護
司
の
来
所
、
交
流
会
の
計
画
も
あ
り
、

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
置
計
画
の
あ
る
保

護
司
会
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、
配

置
さ
れ
て
い
る
企
画
調
整
保
護
司
が
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

当
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
公
共
施
設
の

中
に
あ
り
、
土
・
日
曜
日
は
閉
館
の
為
、

使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
祭
日
は
使
用
可
能

で
す
の
で
、
対
象
者
や
生
活
環
境
調
整
の

引
受
人
と
の
面
接
等
で
、
自
宅
に
代
わ
る

面
接
場
所
と
し
て
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

サ
ポ
セ
ン
開
設

③
大
館
地
区
（
平
成
26
年
４
月
１
日
開
設
）

〒
〇
一
七
︱
〇
八
九
七 

大
館
市
三
ノ
丸
一
三
︱
一
九

大
館
市
役
所
三
ノ
丸
庁
舎

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
一
八
六
︱
四
二
︱
四
二
一
〇

セ
ン
タ
ー
長　

渡
辺
三
千
平

「
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の

開
設
に
あ
た
っ
て

　

当
会
の
更
生
保
護
活
動
推
進
に
つ
い
て
、

平
素
御
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
度
、
秋
田
保
護
観
察
所
の
御

指
導
及
び
大
館
市
の
御
指
導
・
御
協
力
に

よ
り
、
本
年
四
月
一
日
「
更
生
保
護
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
大

館
市
の
観
光
名
所
の
秋
田
犬
会
館
の
隣
に

　

法
テ
ラ
ス
が
弁
護
士
等
を
選
任
し
、

そ
の
弁
護
士
等
の
費
用
を
立
て
替
え

ま
す
（
要
費
用
償
還
。
一
定
の
場
合

免
除
あ
り
）。

　

ウ　

書
類
作
成
援
助

　

弁
護
士
等
を
選
任
の
上
、
司
法
書

士
又
は
弁
護
士
が
、
裁
判
所
に
提
出

す
る
書
類
を
作
成
す
る
費
用
を
立
て

替
え
ま
す
（
要
費
用
償
還
。
一
定
の

場
合
免
除
あ
り
）。

　

こ
の
制
度
は
保
護
観
察
対
象
者
が
一
定

の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
利
用
可
能
等
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
護
観
察
所
に
御

相
談
く
だ
さ
い
。

　

被
害
者
施
策
の
適
正
な
運
用
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保

護
に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
護
観
察
対
象

者
に
対
し
て
は
被
害
者
の
視
点
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
真
の
更
生
が
果
た
せ

る
よ
う
処
遇
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

①
秋
田
地
区

セ
ン
タ
ー
長　

栁
沢　

和
子

　

秋
田
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は

本
年
四
月
一
日
（
秋
田
市
蛭
根
八
五
︱
九
）

秋
田
市
道
路
維
持
課
三
階
の
一
室
に
移
転

し
ま
し
た
。

　

二
方
向
が
全
面
窓
で
何
よ
り
も
明
る
い

環
境
の
も
と
に
日
々
各
地
区
会
の
理
事
会
、

地
域
処
遇
会
議
、
保
護
司
同
士
の
情
報
交

換
、面
接
等
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

配
置
さ
れ
た
七
人
の
企
画
調
整
保
護
司
が
、

保
護
司
の
処
遇
活
動
の
支
援
充
実
と
地
域

に
根
ざ
し
た
犯
罪
・
非
行
防
止
活
動
の
よ

り
一
層
の
推
進
を
目
指
し
て
体
制
づ
く
り

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
下

さ
い
。

な
り
ま
す
。

　

今
年
二
月
、

三
月
に
秋
田
保

護
観
察
所
と
協

議
し
、
三
月

十
八
日
に
は
法

務
省
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
同
セ

ン
タ
ー
関
係
の

会
議
に
も
参
加

さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
開

設
に
あ
た
り
、

電
話
を
取
り
付
け
、
コ
ピ
ー
機
、
机
、
い

す
等
準
備
し
ま
し
た
。
企
画
調
整
保
護
司

九
名
の
辞
令
交
付
も
行
い
ま
し
た
。
平
成

二
十
六
年
度
の
定
期
総
会
で
保
護
司
全
員

で
開
設
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。
開
設
以
降

毎
日
、
企
画
調
整
保
護
司
や
地
区
保
護
司

が
来
所
し
、
セ
ン
タ
ー
内
の
配
置
や
更
生

保
護
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
て
い
ま

す
。

　

研
修
部
会
を
二
回
開
催
し
、
七
月
三
日

に
は
、
大
館
市
の
弁
護
士
に
講
師
を
依
頼

し
、
自
主
研
修
会
と
し
て
更
生
保
護
に
関

す
る
講
演
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
秋
田
保
護
観
察
所
の
定

期
駐
在
も
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

他
の
専
門
部
会
も
開
催
予
定
で
す
。

　

近
く
に
は
、
大
館
の
観
光
名
所
石
田
ロ

ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
が
あ
り
ま
す
。
近
く
に
お

い
で
の
際
は
是
非
お
寄
り
下
さ
い
。

④
鹿
角
地
区
（
平
成
26
年
６
月
１
日
開
設
）

〒
〇
一
七
︱
〇
八
九
七 

鹿
角
市
花
輪
字
荒
田
四
︱
一

鹿
角
市
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
一
八
六
︱
二
五
︱
八
七
二
六

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
一
八
六
︱
二
五
︱
八
七
二
八

Em
ail:k-hogo@

ink.or.jp

セ
ン
タ
ー
長　

畠
山　
　

裕

『
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』
開
設
！

　

県
下
四
番
目

と
な
る
「
更
生

保
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」（
鹿

角
サ
ポ
セ
ン
）

の
開
所
式
が
、

関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
、
六

月
二
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

二
十
二
名
の

保
護
司
に
杉
山

所
長
か
ら
企
画

調
整
保
護
司
の

委
嘱
辞
令
が
交

付
さ
れ
、
戸
舘
会
長
が
代
表
し
て
決
意
表

明
を
し
ま
し
た
。

　

鹿
角
サ
ポ
セ
ン
の
場
所
は
、
市
役
所
に

隣
接
し
た
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
内
の
一
室
。

部
屋
は
事
務
机
二
つ
と
ロ
ッ
カ
ー
を
置
く

程
度
で
、
や
や
狭
い
感
じ
を
受
け
ま
す
が
、

面
接
や
面
談
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申

請
に
よ
っ
て
借
用
で
き
る
大
き
な
部
屋
も

あ
り
ま
す
の
で
、
研
修
や
会
議
が
開
催
で

き
る
等
の
利
便
性
が
高
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

開
設
か
ら
ひ
と
月
、
運
営
に
つ
い
て
は

右
往
左
往
の
段
階
で
す
が
、
関
係
機
関
担

当
者
と
フ
ェ
イ
ス
ト
ゥ
フ
ェ
イ
ス
で
話
が

で
き
、
意
志
疎
通
が
よ
り
緊
密
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ポ
セ
ン
を
中
心
に

更
生
保
護
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
更

生
保
護
関
係
者
の
交
流
拠
点
と
し
て
、
よ

り
絆
が
深
ま
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

秋　田　更　生　保　護（5）第 60 号 平成 26 年７月 25 日
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第64回
“社会を明るくする運動”

速報

写　真　集

セレモニー開始

秋田市長から社明グッズ配布

中学校への訪問（7/1）
（潟上湖東地区　飯田川ブロック）

平
鹿
町
の
あ
や
め
公
園
で

啓
発
活
動
（
７
／
５
）

（
横
手
地
区
）

横
手
市
長
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

伝
達
（
７
／
１
）

（
横
手
地
区
）

か
ま
く
ら
館
玄
関
前
に
飾
ら

れ
た
看
板
（
７
／
１
）

（
横
手
地
区
）

これから広報活動開始です（7/1）
（潟上湖東地区　昭和ブロック）

晴天に恵まれバザー
会場には人・人・人

社明ハチマキを
つけた
スギッチは今年
も大人気イ ベ ン ト 等

秋田駅広報（7/1）

秋田矯正展（7/6）



転
　
出

　

五
十
嵐　

達
（
企
画
調
整
課
長
）

　
（
青
森
観
・
企
画
調
整
課
長
）

　

金
森　

直
子
（
保
護
観
察
官
）

　
（
盛
岡
観
・
保
護
観
察
官
）

　

馬
場　

英
紀
（
保
護
観
察
官
）

　
（
青
森
観
・
保
護
観
察
官
）

　

嶋
貫　

直
人
（
会
計
係
長
）

　
（
東
北
委
・
会
計
係
長
）

　

佐
藤　

祐
太
（
庶
務
係
）

　
（
東
北
委
・
会
計
係
）

転
　
入
（
平
成
26
年
４
月
１
日
付
）

　

佐
々
木
俊
樹（
横
浜
観　

統
括
保
護
観
察
官
）

　
　

企
画
調
整
課
長

　

藤
井
正
人
（
青
森
観　

保
護
観
察
官
）

　
　

保
護
観
察
官

　

柿
崎　

敦
（
盛
岡
観　

保
護
観
察
官
）

　
　

保
護
観
察
官

　

梶
原
淳
一
朗
（
東
北
委　

会
計
係
）

　
　

会
計
係
長

　

佐
藤　

美
奈
（
新
規
採
用
）

　
　

庶
務
係

　

企
画
調
整
課
長

佐さ

さ

き
々
木　

俊と
し　

樹き

　

本
年
四
月
、
人
事
異
動
に
よ
り
、
横
浜

保
護
観
察
所
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

私
は
、
昭
和
六
十
二
年
の
採
用
で
、
秋

田
は
私
の
初
任
地
で
し
た
。
当
時
幾
分
の

知
識
も
経
験
も
な
い
私
を
更
生
保
護
関
係

団
体
の
皆
様
は
優
し
く
見
守
り
育
て
て
く

だ
さ
り
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を

今
で
も
よ
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。
街
並
み

は
随
分
変
わ
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
面
影

は
幾
分
か
残
っ
て
お
り
、
非
常
に
懐
か
し

く
、
こ
の
度
は
胸
が
躍
る
思
い
で
着
任
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
比
較
的
都
会
で
の
勤
務
が

多
か
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、
田
沢
湖
や
白

神
山
地
を
は
じ
め
と
す
る
風
光
明
媚
な
自

然
や
、
竿
燈
、
花
火
、
温
泉
等
の
風
物
詩

も
こ
の
機
会
に
満
喫
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
、
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

　

企
画
調
整
課
長
は
身
に
余
る
重
責
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
初
心
に
返
り
、
思
い
を
新

た
に
し
て
、
精
一
杯
努
め
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
御
指
導
御
叱

咤
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

保
護
観
察
官

藤ふ
じ　

井い　

正ま
さ　

人と

　

本
年
四
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
青
森
保

護
観
察
所
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

秋
田
保
護
観
察
所
で
の
勤
務
は
初
め
て

と
な
り
ま
す
が
、
も
と
よ
り
秋
田
の
出
身

で
あ
り
、
久
し
振
り
に
地
元
に
帰
っ
て
こ

ら
れ
た
こ
と
に
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　

私
は
、
平
成
二
十
年
三
月
ま
で
農
水
省

の
地
方
出
先
機
関
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
省
庁
間
配
転
に
よ
り
、
同
年
四
月

に
更
生
保
護
官
署
に
配
属
と
な
り
、
関
東

や
青
森
の
官
署
を
経
て
、
今
般
、
地
元
秋

田
で
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

年
齢
的
に
は
五
十
代
の
半
ば
を
超
え
ま

し
た
が
、
保
護
観
察
官
と
し
て
の
経
験
年

数
は
六
年
余
り
と
浅
く
、
ま
だ
ま
だ
未
熟

者
で
す
。
何
か
と
至
ら
ぬ
私
で
す
が
、
秋

田
の
更
生
保
護
の
た
め
、
微
力
な
が
ら
精

一
杯
努
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
御
指
導

御
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

保
護
観
察
官

柿か
き　

崎ざ
き　
　
　

敦
あ
つ
し

　

本
年
四
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
盛
岡
保

護
観
察
所
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
に
秋
田
農

政
事
務
所
か
ら
配
置
転
換
で
、
更
生
保
護

の
世
界
に
き
ま
し
た
。
保
護
観
察
官
に
な

っ
て
四
年
目
で
す
の
で
、
ま
だ
ま
だ
分
か

ら
な
い
事
も
多
く
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

又
、
秋
田
県
は
地
元
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

通
勤
時
間
は
少
々
か
か
り
ま
す
が
、
湯
沢

市
か
ら
電
車
で
通
っ
て
い
ま
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
秋
田
の
更

生
保
護
の
た
め
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。　

会
計
係
長

梶か
じ　

原わ
ら　

淳
じ
ゅ
ん

一い
ち

朗ろ
う

　

本
年
四
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
東
北

地
方
更
生
保
護
委
員
会
か
ら
転
任
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

私
は
委
員
会
で
の
勤
務
経
験
し
か
な
く
、

保
護
観
察
所
に
お
け
る
勤
務
は
こ
れ
が
初

め
て
と
な
り
ま
す
。
委
員
会
と
観
察
所
の

違
い
で
戸
惑
う
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
委

員
会
で
は
数
字
上
で
し
か
把
握
で
き
な
か

っ
た
こ
と
を
実
際
に
見
聞
き
す
る
機
会
が

増
え
、
更
生
保
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々

の
熱
意
を
実
感
し
て
気
持
ち
を
新
た
に
業

務
に
ま
い
進
す
る
所
存
で
す
。

　

出
身
は
秋
田
で
す
の
で
、
慣
れ
親
し
ん

だ
地
元
で
の
業
務
と
な
り
ま
す
が
、
至
ら

ぬ
点
も
多
々
あ
る
た
め
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
御
指
導
御
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

庶
務
係佐さ　

藤と
う　

美み　

奈な

　

本
年
、
四
月
一
日
付
け
新
規
採
用
と
し

て
、
秋
田
保
護
観
察
所
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
。

　

着
任
し
て
か
ら
早
い
も
の
で
三
か
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
山
形
出
身
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
風
土
や
気
候
の
違
い
に
戸
惑
う
こ

と
も
な
く
順
調
に
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
か
ね
て
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た

更
生
保
護
に
携
わ
る
こ
と
が
叶
い
、
と
て

も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
何
を
す
る
に

も
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
失
敗
も
多
い

で
す
が
、
周
り
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
な

ん
と
か
仕
事
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

高
校
、
大
学
で
は
弓
道
を
や
っ
て
お
り

ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
秋
田
の
弓
会
に

入
っ
て
弓
を
引
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
も
し
弓
を
引
い
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
お
誘
い
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い

ま
す
が
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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秋
田
保
護
観
察
所
人
事
異
動
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転
入
者
の
あ
い
さ
つ



　

平
成
二
十
六
年
一
月
以
降
次
の
方
々
が

保
護
司
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
御

尽
力
に
対
し
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
の
御
健
勝
を
御
祈
念
い
た
し

ま
す
。 

（
敬
称
略
）

依
願
解
嘱
（
平
成
26
年
3
月
31
日
）

　
　

梶
原　

弥
生
（
秋
田〔
中
央
〕）

　
　

木
村　

憲
一
（
横　
　
　

手
）

　
　

鈴
木　

浩
子
（
横　
　
　

手
）

任
期
満
了
（
平
成
26
年
6
月
30
日
）

　
　

熊
谷　
　

勝
（
秋
田〔　
東　
〕）

　
　

澤
口　

秩
子
（
秋
田〔
中
央
〕）

　
　

目
黒　
　

勵
（
秋
田〔
臨
港
〕）

　
　

渡
邊　

欽
也
（
潟　
上　
湖　
東
）

　
　

鎌
田　
　

豊
（
潟　
上　
湖　
東
）

　
　

菅
原　

慶
悦
（
潟　
上　
湖　
東
）

　
　

大
山　

陽
子
（
能　
　
　

代
）

　
　

鳥
潟　

蓮
子
（
大　
　
　

館
）

　
　

岩
谷　

滿
夫
（
大　
　
　

館
）

　
　

宮
越　

禎
子
（
大　
　
　

館
）

　
　

白
澤　

良
明
（
鹿　
　
　

角
）

　
　

伊
藤　
　

勇
（
鹿　
　
　

角
）

　
　

庄
司
利
恵
子
（
本　
　
　

荘
）

　
　

有
馬　

賢
一
（
本　
　
　

荘
）

　
　

中
田　

正
晃
（
本　
　
　

荘
）

　
　

村
上　

伸
男
（
横　
　
　

手
）

　
　

髙
橋　
　

登
（
横　
　
　

手
）

　
　

木
村
け
い
子
（
横　
　
　

手
）

　
　
小
笠
原
ス
ミ
子
（
大　
　
　

曲
）

　

編
集
委
員

　
　
　

櫻
田　

元
宏　
　

加
賀
谷
文
秋

　
　
　

新
野　

建
臣　
　

伊
藤　

昭
子

　
　
　

北
林　

暢
子　
　

佐
々
木
俊
樹

　
　
　

菊
地　

皆
美

編
集
後
記

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

千
秋
公
園
の
お
堀
に
咲
き
ほ
こ
ろ
ん
で

見
え
ま
す
蓮
の
姿
か
ら
維
摩
経
で
あ
り
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
。「
高
原
陸
地
に
は
蓮

華
生
ぜ
ず
、
卑
湿
汚
泥
に
今
し
て
こ
の
花

を
生
ず
」
と
の
文
言
が
あ
り
ま
す
。

　

高
い
乾
き
き
っ
た
所
に
は
蓮
の
花
は
育

た
な
い
。
腰
ま
で
つ
か
る
よ
う
な
泥
田
の

中
で
そ
の
花
を
生
ず
る
。
色
々
と
悩
み
、

苦
し
み
、
辛
酸
を
舐
め
な
が
ら
そ
こ
で

も
っ
て
行
を
積
む
こ
と
が
、
や
が
て
立
派

な
蓮
華
の
花
が
さ
く
よ
う
に
、
人
間
我
々

も
弛
み
な
く
休
む
こ
と
な
く
佛
祖
方
々
の

教
え
に
従
っ
て
精
進
を
続
け
れ
ば
必
ず
、

當
成
の
佛
に
な
ら
れ
る
か
と
。

櫻
田
元
宏

新
　
任
（
平
成
26
年
7
月
1
日
付
）

　

次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
の
御
活
躍
に

期
待
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
）

　
秋
田
保
護
区

　
　
神
原
真
紀
子（　
東　
）　
石
川
ひ
と
み（
中
央
）

　
　
佐
藤　

輝
代（
中
央
）　
渡
辺　

正
宏（
中
央
）

　
　
森　
　
　

洋（
中
央
）　
竹
中　

洋
平（
臨
港
）

　
男
鹿
保
護
区

　
　

木
元　

義
博

　
潟
上
湖
東
保
護
区

　
　

芳
賀　
　

勇　
　
　

菅
原　
　

一

　
　

菅
原　

勇
夫

　
能
代
保
護
区

　
　

工
藤　

昭
子　
　
　

水
野　

京
子

　
　

鈴
木　

泰
賢

　
大
館
保
護
区

　
　

嶋
田　

恭
明　
　
　

花
田　

仁
志

　
　

伊
藤
さ
よ
り

　
鹿
角
保
護
区

　
　

鈴
木　

敬
子　
　
　

小
田
久
美
子

　
本
荘
保
護
区

　
　

伊
藤
志
津
子　
　
　

小
林
ト
ミ
子

　
　

小
島
ひ
と
み

　
横
手
保
護
区

　
　

石
川　

進
一　
　
　

石
山　
　

寛

　
　

片
桐　

勝
栄　
　
　

遠
藤　

孝
雄

　
　

柴
田　

清
隆　
　
　

高
橋　

幹
夫

　
　

髙
橋　

淳
一

　
大
曲
保
護
区

　
　

大
山
優
美
子

保
護
司
の
異
動

お
く
や
み

三
浦　

一
英
（
北
秋
田
）

平
成
26
年
1
月
14
日
（
享
年
62
歳
）

堀　
　

友
子
（
本
荘
）

平
成
26
年
１
月
25
日
（
享
年
65
歳
）

成
田　

弘
咲
（
男
鹿
）

平
成
26
年
３
月
22
日
（
享
年
65
歳
）

秋
元　

宗
武
（
北
秋
田
）

平
成
26
年
４
月
15
日
（
享
年
70
歳
）

福
岡　

利
克
（
秋
田〔
東
〕）

平
成
26
年
４
月
15
日
（
享
年
76
歳
）

國
安　

教
善
（
援
護
協
会
副
理
事
長
）

平
成
26
年
５
月
８
日
（
享
年
65
歳
）
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瑞
宝
双
光
章
　（
更
生
保
護
功
労
）

稻　

毛　

通　

明

（
大
曲
地
区
保
護
司
）

　

藍
　

綬
　

褒
　

章
　（
更
生
保
護
功
績
）

見
上　

裕
子

（
秋
田〔
東
〕地
区
保
護
司
）

叙
位

　
従
六
位
（
平
成
二
十
六
年
四
月
八
日
）

　

小
番　

秀
顕
（
元
本
荘
地
区
保
護
司
）

遺
族
追
賞
（
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
九
日
）

　

堀　
　

友
子
（
元
本
荘
地
区
保
護
司
）

栄
誉
に
輝
く

　叙
勲
・
褒
章

春
の
叙
勲
・
褒
章

（
平
成
26
年
４
月
29
日
）

　
平
成
二
十
六
年
度
春
の
叙
勲
及
び

褒
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
管
内
の
更

生
保
護
関
係
者
の
方
々
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　
永
年
の
御
功
労
・
御
功
績
に
よ
り

め
で
た
く
受
章
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
な
お
一
層
の
御
健
勝
と
御

活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。（敬

称
略
）


